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1)食物繊維の膨化と結合

上田 春男 申山田 幸男 (信楽園病院)

〔目的〕食物放線 (以下 DF と略す)の働 きは,水分

を吸収 し体積を増す膨化と,腸内物質を吸着する結合に

人別される.

今回我々は,DF の胃と十二指腸における膨化の違い

及び,蛋良質や糖の DF -の結合について検討 したの

で韓告する.

〔方法〕検討は試験管内で行ない,胃の車を想定 して

酸性溶液,十二指腸及びその他の小腸を想定 して中性溶

液を用いて DF を溶解し,37 ℃で 1時間反応 させた.

結合については,ほ5王アルブミンやオ--トアナライザ-

法をこより検討 した.蛋良質はウシ血清アルブミン,糖は

グルニトー又を使用 した,DF はナアルギン酸 Na など18

種額の精製きれたものを使用 した.

〔結果〕胃の車では,DF 単独よりも蛋白質と共に摂

取 した方が膨化が大きく, 十二指腸などの小腺では,蛋

白質の DFの膨化に与える影響は少ないと考えられる.

そ して,胃で膨化された DF は,その後 も赫怒の体積

を維持するわけでなく,十二指腸-運ばれると膨化 した

ものの体積が減少すると思われる.

結合についても蛋白質の DF -の結合は,胃の中に

おいてより著 しいと思われる.

糖については,膨化 書結合において DF とは無関係

な結果が得られた.
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鮮鱗をこ原発 し発見時既に肝-の遠隔転移を認めたViP

産生廠癌の--例である.症例は38歳男甑 昭和61 年 8 月

下痢が出現.血中 Ⅴ‡P 濃度は 19輸閲/m iと高値であっ

たため上症と診断 し翌年 1 月弊履敵 弾縫,肝左藻の-

部を切除 約 1年間無症状であったが昭和63年 3 月荷敷

237

rnlll･1VIP濃度も 1LIOOpgml上高く肝iこ多発性転移を

血中 VIl )濃度は 410pgmlに低.FL症 状は改善 した.

しか し SMS i/1)増駁により eseこiPLl現 象が.LI..1現.SMS

〔p')授与一鼠及び投 Ej･EL叶数L')変 更に｡Lり再度効果が硯か退院

[り̀能上左･,た. Lか し約 1 ;f:.後に SMS iこ対する航抗

性か出現 し平成 1年L,1月再入院.r加=寸,＼/lf '濃度は 170

p嘗/ml と抑制されており転移巣の増大 も認められなかっ

ろ 3 日日から効果が現れたが 1週間 しか持続 しなかった.

その原因は不明であるが,長期間有効との報告 もあるこ

とから今後試みてよい治療法ではないかと考えられる.

3)高血圧 の既往を有したバ 洲タ-症候群

(軽症 型 ) と思われる 且例

金子 兼三 橋 買赤十字紙 )

症例は射才男,若い頃より肥満.28才より高血圧で 卜

低K 血性周期性四肢麻舜発症,以後 62.2までアルダク

ト./内服. (ilJ. LII)lく八 ･~I.fうIlgnlllh.1'̂C 171pg∴llll

と高値.63.9 大腿部筋痛出現.近医より低民政症,高

lltL圧に対 して1く剤,p()lI,llliこlZi(･lt､(ド11 投与さ才豆二か

症状の改善な く963.12当院にÅ院,身長 172c m,体

登 77 短,大腿部内側にピIjピリする痛みあり,検査成

績では①血清 K 2.4mEq/L で,PT 中止†塩分制限,

K剤投与で正常化.②血圧は入院後は ゞ正常.③ AC-

TH申コ-チゾ-ル系検査よりクッシング症候群は否定.

塗)プロセマイド立位試験 (PT中止11日田)で PRA 4,2

-10 凍 PAC 141-324 と共に高値,高反応.⑤腎生

検でJGAの軽度魔太あり.㊨ distaHTaCも主onalchloride

reabsorption:0.61 と低値.受)血清K 正常化後のA 韮

およびノルア ドレナリンの昇琵試験正常,以上より本例

は Bartter 症侯群の軽症塾と考えられ,時々の血圧上

昇には肥満の関与が考えられる.

4)当村で の体外受精 ･騒 移植

佐藤 芳昭 ･荒川 惟
行 啓)t･綴目 和裁
Llfl 和良 ･三宅 崇批
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新人産婦人科でL')体外受精 ･肺移触し')成績について検

討 した.対象の多 くは卵管因子であり,男性不妊,原因

不明不妊症がこれをこ引きつづいている.採卵率は83%で




